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工　藤　喜久男 

鹿渡町と上岩川村が１つの町になり 

歩みつづけて50年がたちました 

旧役場庁舎 
（鹿中地区） 
人　口　7,600人 

世帯数　1,241世帯 
（昭和25年10月１日国勢調査） 

鹿 渡 町 

旧役場庁舎 
（落合地区） 
人　口　2,878人 

世帯数　457世帯 
（昭和25年10月１日国勢調査） 

上岩川村 

人　口　6,061人 

世帯数　2,012世帯 
（平成17年８月１日 住民基本台帳） 

琴丘町役場　庁舎 

琴丘町長 

当町は、昭和30年、鹿渡町と上岩川村が合併して琴丘町と

なってから50周年を迎えます。合併以来、町のために寄与な

された多くの皆様にあらためて深く感謝申し上げます。今、

町の人口は残念ながら当時の10,202人（昭和30年10月１日国勢

調査）から約４割減っています。農作業の機械化はもちろん

ですが、団塊の世代が中学校を卒業するときに金の卵と言わ

れ、日本の高度成長下、労働生産力の基地としての役目を果

たしてきたからでもあります。しかし、今世界的に地球環境

の保護の大切さが叫ばれています。これからは、私たちの祖

先が大切に育ててきた故郷の環境を守る為に、地域に残って

いる私たちが行動する必要があると思います。子孫に良好な

自然環境を残す為にも。

平成18年３月20日の南部３町の新たな合併を見据え、論

語にある“夫子の道は忠恕のみ”の心構えでいきたいと思っ

ております。

皆様のご指導ご鞭撻を宜しくお願いいたします。
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琴丘町誕生

▲上岩川小学校創立80周年記念式典
上岩川小学校の80周年を祝い、一般参列者350人と職員・在校生460人で、万
歳三唱が行われました。（昭和31年11月1日、上岩川小学校）

Ｓ30年 1月 鹿渡町議会、上岩川村議会、それ
ぞれ両町村の廃止と新町の設立を
いずれも満場一致で議決

4月 県議会でも合併は異議なく議決さ
れ、琴丘町発足

4月 町長に藤原長一郎就任

9月 県が八郎潟干拓推進事務局を設置

周辺の青年達が干拓推進青年連盟
を結成

Ｓ31年12月 琴丘町農山漁村振興協議会が発足

Ｓ32年 4月 鯉川中学校として独立

4月 琴丘町立保育所設立

6月 八郎潟干拓工事着工（41年5月干
陸終了）

Ｓ34年 4月 町長に岡正吉就任

4月 町立琴丘病院が開設

鹿渡に郷土史同好会発足

Ｓ35年10月 町公営住宅20戸建設

Ｓ37年 4月 鹿渡地区、上岩川地区農協が合併
して琴丘町農協設立

4月 鹿渡中学校と鯉川中学校が統合し
て琴丘中学校となる

Ｓ38年 4月 町長に岡正吉再選

6月 上岩川（落合）地区農業構造改善
事業地域に指定

Ｓ39年 4月 上岩川中学校が琴丘中学校に統合

1955～1964

鹿
渡
駅
で
の
荷
出
し
作
業
（
昭
和
31
年
こ
ろ
）

▲ボンネットバス
鹿渡と能代間の運行に使用されたボン
ネットバス。（昭和28、29年ころ）

▲鯉川中学校開校式典
昭和23年に鹿渡中学校鯉川分校として出発し、昭和32年に独立し開校しまし
た。（昭和32年4月3日、鯉川中学校）

▲
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昭和30年～昭和39年

鹿渡町と上岩川村の合併
琴丘町役場総務係（昭和30年当時）

長谷川清三郎 さん〈勝平地区〉

私は昭和28年に上岩川村役場の職員になり

ました。ちょうどその年に町村合併促進法が

施行され、県から鹿渡町と上岩川村の２町村

の合併をと指導がありました。鹿渡町は上岩

川村の２町村と上岩川村・下岩川村の３町村

のどちらでもという方針で、下岩川村は上岩

川村と２村の合併で、鹿渡町と上岩川村との

３町村の合併は考えていないとの方針でし

た。上岩川村は鹿渡町と下岩川村の３町村合

併を進めながら、それがだめなら鹿渡町と下

岩川村の２者択一をするという方針でした。

この問題は何度も話し合いがもたれ、結果、

上岩川村が鹿渡町を選択したのです。

合併の枠組みが決り、新町名は一般公募で

した。選考委員会を立ち上げ集まった395種

類の新町名を選考し投票となり「琴丘町」に

決定しました。

昭和30年４月１日に琴丘町が誕生して、

27日に町長選挙が行われ、投票率は79.7％

でした。当時は翌日に開票を行っていたの

で、総務係だった私たちが投票箱を徹夜で

警備したものです。

来年三種町が誕生し、琴丘町役場も支所に

なると思いますが、住民の方々に対して不自

由をかけることがないよう努力していただき

たいと、役場OBとしてお願いします。

八
郎
潟
干
拓
工
事

北
部
干
拓
事
業
所
の
沖
合
、
昼
夜
兼

行
で
船
に
よ
る
土
砂
の
吹
き
上
げ
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
昭
和
35
年
）

▲鹿渡小学校創立80周年記念式典
式典終了後、旗行列、祝宴が行われました。（昭和33年11月3日、鹿渡小学校）

▲新生大橋渡り初め
鹿渡と大潟村を結ぶ、新生大橋完成による渡り初め（昭和37年5月）

▲国体旗、琴丘町通過
10月9日～13日に第16回国民体育大会が秋田県を会場に開催されました。
（昭和36年10月）

▲協議中の両町村代表団

▲
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Ｓ40年 4月 琴丘中学校校舎完成　3校舎の全生
徒収容

Ｓ41年 6月 琴丘町体育協会が発足

Ｓ42年 4月 町長に山崎良造就任

12月 赤字再建準用団体に指定される
（赤字額6,800万円）

Ｓ45年 3月 役場火災により全焼する（旧八郎
潟干拓事業所を仮庁舎とする）

7月 琴丘町郷土誌編さん、発行

Ｓ46年 3月 役場新庁舎完成（工費9,360万円）

4月 町長に山崎良造再選

5月 琴丘町民憲章を制定

6月 上岩川地区山村振興地域に指定さ
れる

7月 能代山本広域市町村圏組合が設立

Ｓ47年 3月 赤字再建準用団体指定が解除

Ｓ47年 4月 学校給食の開始（米飯48年11月）

Ｓ48年 4月 琴丘町立幼稚園を設立

4月 琴丘町立琴丘病院から琴丘町国民
健康保険診療所に規模縮小

4月 南部地区三町広域消防署を設置、
上岩川に分署を置く

9月 県道萩形琴丘線開通（延長22，
253ｍ）

Ｓ49年 4月 へき地保育園三地区に設置される

5月 小瀬川総合運動公園造成が完了

12月 (株)フタバヤラケット製作所秋田
工場が操業開始

▲要求米価実現総決起大会
大会には農協組合役員、協力員など約300人が参加し、気勢をあげました。
大会終了後、農協青年部が中心となって、町内を自動車パレードしました。
（昭和48年7月16日、琴丘町農協前）

▲落合橋渡り初め
上岩川新屋敷地区の3夫婦が、完成した落合橋の渡り初めを行いました。（昭
和48年4月、上岩川落合橋）

▲県道萩形－琴丘線、開通式
琴丘町と北秋田郡を結ぶ県道萩形・琴丘線が8年ぶりに開
通し、開通式では関係者120人が祝いました。（昭和48年9
月7日、上小阿仁村小田瀬現地）

第
２
回
琴
丘
町
芸
術
文
化
産
業
商
工
祭

教
育
委
員
会
、
琴
丘
町
農
業
協
同
組
合
、
琴
丘
町
商

工
会
の
３
者
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
昭
和
44
年

11
月
８
・
９
日
、
鹿
渡
小
学
校
）

▲



昭和40年～昭和49年
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学校給食の開始
栄養士（昭和47年当時琴丘町担当）

児玉　和子 さん〈牡丹地区〉

学校給食が始まったのは昭和47年４月26

日でした。給食センター職員が集まったのは

４月12日、開始日までの短い間に八竜町と山

本町に研修に行ったりしながら準備をして本

当に大変でした。仕事が新鮮でみんなやる気

にあふれていたから出来たと思います。

最初の給食は３小学校と中学校で1420食

を作りました。そのときはコッペパンにカレ

ーシチュー、バナナ、マーガリン、牛乳でし

た。最初の日はバナナの本数がそろわず、や

っと集めたというハプニングがありました。

献立も試行錯誤でした。まず栄養バランス

を考え、そのほか季節の素材や行事にあった

もの・費用など、考えなければならないこと

が沢山ありました。地産地消も盛んになった

頃で、沢山メニューを考えたものです。また、

子供に残さず食べてもらわなければならない

ですから見た目も大事です。見た目だけ良く

子供が好きなものばかり作れば楽なんです

が、大切な栄養のバランスがとれないですし、

なかなか思うようにいかなくて苦労しまし

た。それでも子供が残さず食べてくれた時、

帰ってきた食缶が空になっていると本当にう

れしかったです。

これからを担う子供のために、好きなもの

や簡単にできるものばかりでなく、栄養を考

えた愛情のある食事が大切だと思います。

へ
き
地
保
育
所
、
町
内
３
ヶ
所
開
設

当
時
の
新
屋
敷
児
童
館
と
鯉
川
児
童
館
、
琴
丘

町
役
場
上
岩
川
支
所
に
へ
き
地
保
育
所
を
設
置

し
、
97
人
の
幼
児
を
収
容
し
ま
し
た
。（
昭
和
49

年
、
鯉
川
保
育
園
）

▲歩け歩け運動
毎月第３日曜日に健康づくりを目的に全町民を対象に行われていました。
合言葉は「競争ではありません。健康づくりです。」（昭和48年）

▲フタバヤラケット操業開始
昭和48年12月15日の竣工式以来、2ヶ月あまりで第1回目の製品出荷。琴丘の工
場で、琴丘の人達の手で作られたラケット製品が発送されました。（昭和49年2月、
フタバヤラケット工場）

こ
と
ぶ
き
大
学
開
講

第
１
回
目
の
こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
３
５
０

人
が
入
学
し
、
鹿
渡
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
講
式
で
は
、
大
島
清
蔵
さ
ん
が

講
演
、
民
謡
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

（
昭
和
49
年
、
鹿
渡
小
学
校
）

▲開始時の調理室

▲

▲
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飛躍する町
1975～1984
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Ｓ50年 3月 中央公民館完成

4月 町長に近藤博就任

Ｓ51年 1月 山崎良造氏が名誉町民第1号に

1月 町誘致工場の青三（株）操業開始

Ｓ52年 5月 町立北部保育所開所

Ｓ53年 9月 琴丘町連合青年会主催で「第１回
ふるさとまつり」開催

Ｓ54年 3月 町営住宅、千刈田に20戸完成

4月 町長に近藤博再選

8月 集中豪雨、町を襲う（町道など決
壊）

Ｓ55年 3月 鹿渡小学校新校舎が完成

7月 全町一斉に地集電話が普通電話へ
切替

Ｓ56年４月 上岩川保育所開所

Ｓ57年２月 上岩川小学校新校舎完成

４月 鯉川保育所開所

５月 高石野遺跡発掘調査はじまる「土
笛」出土

９月 上岩川地区に琴丘町農協の籾一時
乾燥貯蔵施設が完成

Ｓ58年３月 鯉川小学校新校舎完成

４月 町長に工藤長四郎就任

５月 日本海中部地震（マグニチュード
7.7、震度5）

Ｓ59年４月 県・町誘致企業の（株）ロワールアオ
サン操業開始

４月 琴丘町長寿祝金制度発足（100歳
で100万円）

11月 琴丘中学校が保健体育優良校とし
て全国表彰

▲宝竜前遺跡を発掘
日本考古学協会員永瀬福男氏を団長に人夫延べ120人による調査が行われ、
縄文模様の土器、矢じり、石べらなどが出土し、縄文中期の約4000年前のも
のと判定されました。（昭和50年11月1日～3日、高屋敷地区）

山
崎
良
造
氏
、
名
誉
町
民
に

山
本
郡
内
の
医
療
の
草
創
・
八
郎
潟
干
拓
事
業
の

実
現
な
ど
、
町
発
展
に
つ
く
さ
れ
、
名
誉
町
民
の

称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
昭
和
51
年
１
月
14
日
）

▲町民体育祭
当時、鹿渡・鯉川・上岩川地区で毎年行われていた体育祭は、オリンピックの年だ
け3地区合同で体育祭を開催していました。（昭和51年8月22日、小瀬川運動公園）

▲小瀬川運動公園ナイター野球場
6月1日にオープンして、6月には20日間、7月には24日間も
の利用。郡内でも初めてのナイター施設であり、周辺町村
からの申込も多くありました。（昭和51年6月、小瀬川運動
公園野球場）

▲



昭和50年～昭和59年
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日本海中部地震

山本郡南部地区消防署長

加藤誠一郎 さん〈鹿北地区〉

私はその時、上岩川分署に出向していまし

た。正午のニュースと同時にガタガタと揺れ、

いつもより強い地震だと思いましたが、外へ

出ても電線が揺れている程度で、さすがは岩

川の地盤だと思いました。直ちに警戒と被害

状況確認のため温泉方面に出動しました。途

中、「男鹿や能代で行方不明者が多数いるら

しい」「救急車が能代の病院に行ったら大変

なことになっている」‥‥といろいろな情報

が入り、事の重大さに気づきました。

翌朝自宅へ帰ると家の中はメチャメチャで

した。当時の私の家は、置き石の土台にただ

乗っている建物だったので、家が飛び跳ねた

らしく、壁や障子、新建材ベニヤ類はことご

とく引き裂かれたような被害を受けました。

町内でもブロック塀の倒壊や地盤の悪いと

ころでは大きな被害が出ました。潟堤防の壊

れ具合や釜谷の海の家が跡形もなく流された

こと、能代港や男鹿では津波にのみ込まれ、

多くの犠牲者が出たことなど、今もあの時の

事が鮮明に記憶に残っています。

私たち地震経験者は、津波や地震の怖さを

風化させることなく、これからの子供たちに、

しっかりと語り継いでいくことが一番大切な

ことだと思います。

食人組合挑戦大会
制限時間2時間で、総重量
7kgにもおよぶ酒や地元特産
料理の完食に挑戦。町内外か
らさまざまな人が挑戦し、完
食した人には認定証が授与さ
れました。（昭和59年9月23
日、琴丘町中央公民館）

▲集中豪雨
7月末から降り続いていた雨が、8月6日夜半過ぎから急に雨足が激しくなり、
7日の昼過ぎから冠水、床下浸水の被害が相次ぎ、夕方には道路決壊、土砂崩
れなど、集中豪雨が当町をおそいました。（昭和54年8月6・7日）

第
１
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

琴
丘
町
連
合
青
年
会
主
催
で
行
わ
れ
、
山

谷
さ
さ
ら
、
中
館
番
楽
な
ど
が
出
演
、
観

客
と
出
演
者
が
一
体
と
な
っ
て
夜
遅
く
ま

で
「
祭
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。（
昭
和
53

年
９
月
、
小
瀬
川
運
動
公
園
）

第
２
回
十
八
娘

あ

ね

こ

ま
つ
り

農
繁
期
前
に
、
小
谷
沢
〜
入
通
道
路
沿
い

の
十
八
娘
峠
で
、
昔
の
十
八
娘
た
ち
に
よ

る
歌
や
踊
り
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。（
昭

和
54
年
９
月
18
日
、鯉
川
地
区
十
八
娘
峠
）

▲鹿渡駅前風景

▲

▲

▲
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Ｓ60年２月 関東琴丘会結成

８月 「体育の町」を宣言
10月 岩手県普代村との友好町村盟約

宣言

Ｓ61年３月 「ＤＲＴふえとぴあ琴丘」から
土笛初出荷

12月 「琴丘ふるさと会」第１回発送
Ｓ62年４月 町長に工藤長四郎再選

11月 琴丘町老人福祉センター完成

Ｓ63年８月 「縄文カーニバル・IN・琴丘」開催
11月 （株）秋田オイルシール琴丘工場

操業開始

12月 青三（株）秋田工場操業開始

Ｈ元年２月 琴丘町議会、全国優良町村議会
表彰

４月 特別養護老人ホーム「希望苑」
オープン

５月 歴史民俗資料館「縄文の館」オープン

８月 歴史民俗資料館「三種の館」オープン

Ｈ２年２月 北海道琴丘会発足

12月 琴丘町史発刊

Ｈ３年４月 町長に工藤正吉就任

８月 四大プロジェクトスタート

９月 共同福祉施設「パレス琴丘」オー
プン

９月 台風19号で大被害

Ｈ４年８月 ５年ぶりに町民体育祭を開催

Ｈ５年４月 琴丘町文化人招へい第１号にオ
ペラ作曲家仙道作三さんを認定

Ｈ６年10月 はねがわ湖水館完成

10月 羽根川ダム観光湖水まつり開催

縄
文
カ
ー
ニ
バ
ル
・
IN
・
琴
丘

琴
丘
町
が
古
代
に
逆
も
ど
り
。
国
王
が
「
縄
文
王

国
」
の
開
国
を
宣
言
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
昭
和
63
年
８
月
６
・

７
日
、
小
瀬
川
運
動
公
園
）

▲「体育の町」を宣言
町制施行30周年記念として町民体育祭が行われ、併せて大
山師郎教育長から「体育の町宣言綱領」が発表、全県で初
めて「体育の町」を宣言しました。（昭和60年8月18日、小
瀬川町民グラウンド）

▲普代村との友好町村盟約
北緯40度で結ばれる琴丘町と普代村（岩手県）が各分野で交流し、お互いの
発展を図るために友好町村宣言を交わしました。（昭和60年11月6日、普代村
自然休養村管理センター）

関
東
琴
丘
会
の
結
成

琴
丘
町
出
身
の
関
東
在
住
者
２
０
３
人
が
出
席
し
て
、

関
東
琴
丘
会
結
成
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
昭
和
60

年
２
月
23
日
、
東
京
・
上
野
タ
カ
ラ
ホ
テ
ル
）

▲

▲
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琴丘体協女子チーム3年連続
全国大会3位入賞

琴丘体協女子チームキャプテン（昭和59年当時）

鎌田　イホ さん〈川代地区〉

もともと体協バレー部だった私たちが綱引

にはまり、最初の秋田県大会で３位に入賞し

ました。もっと上を目指そうと練習も厳しく

なり、6人が乗ったマットやタイヤを引っ張

ったり、体力トレーニングなどは地道なもの

でしたが、体協バスケ部の「５時から男」の

みんなが毎晩練習相手になってくれて、力強

く思いました。

その甲斐あって、私たちは4年連続全国大

会に出場しました。東京の試合会場でも、

大勢の地元の人たちはもちろん、東京近郊

在住の琴丘町出身の人たちが集まり、応援

してくれました。この応援に集まることが

恒例となり、今の関東琴丘会が発足するき

っかけになったと記憶しています。それほ

ど盛り上がりましたし、３年連続で全国３

位の成績を残せたのも、皆さんの応援が励

みになっていました。

一番心に残っている試合は、最後の全国大

会の準決勝、勝利目前で負けた試合です。引

退を決めて望んだ最後の大会だったので本当

に悔しかったです。相手は旭川BLチーム、そ

の年の優勝チームでした。平成16年の体育館

竣工記念の大会に来ていたのを見て、とても

懐かしかったです。

今でもチームのみんなとは仲良く集まって

います。本当に良い思い出と良い仲間に出会

えたことに感謝しています。

は
ね
が
わ
湖
水
館
オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン
に
併
せ
て
、
観
光
湖
水
ま
つ

り
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
継
続
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。（
平
成
６
年
10

月
16
日
、
は
ね
が
わ
湖
水
館
）

▲第2回東北馬力琴丘大会
東北各地の優れた名馬76頭が出場し、人馬一体となった真剣な競技に観衆
3,000人は手に汗握り、声援を送りました。（平成4年5月31日、フタバヤラケ
ット工場付近）

女
性
議
会
の
開
催

女
性
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
政
治
意
識
の

高
揚
を
目
的
に
、
県
内
で
も
初
の
女
性
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
各
婦
人
団
体
の
中
か
ら
選
出

さ
れ
た
16
人
が
議
員
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成

５
年
２
月
27
日
、
琴
丘
町
中
央
公
民
館
）

▲台風19号
町内のほとんどが停電し、住宅の全・半壊、屋根の破損、水稲倒伏、
ビニールハウスの倒壊、果樹の落果などの被害にみまわれました。
（平成3年9月28日、上岩川小出地区）

▲全国大会で奮闘する体協女子チーム

▲
▲


